
 

 

２． 誌上発表及び口頭発表 
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２.２ 誌上発表（査読なし） 

中核PJ1「化学物質曝露に関する複合的要因の総合解析による曝露評価」 

1. 山本裕史，関澤純，鑪迫典久，平井慈恵，石橋弘志，有薗幸司 (2008) 医薬品類とパーソナルケア製品(PPCPs)の水棲生物

への影響，用水と廃水，50(7)，594-602 

 

中核PJ2「感受性要因に注目した化学物質の健康影響評価」 

1. 藤巻秀和 (2008) 質疑応答 公衆衛生 ディーゼル排気微粒子のアジュバンド効果, 週刊日本医事新報, ㈱日本医事新

報社，4395 ，97 - 98 

2. 藤巻秀和 (2008) 特集 環境粒子状物質と呼吸器 粒子状物質と肺の免疫機能 呼吸器科, 科学評論社，14(3), 191-197  

 

中核PJ3「環境中におけるナノ粒子等の体内動態と健康影響評価」 

1. 熊谷直子，西村泰光，前田恵，村上周子，林宏明，除 宝，平野靖史郎，大槻剛巳 （2008）新しい環境中物質、繊維・粒

子状物質による生体影響へのアプローチ，日本臨床環境医学，１７(2)，83-94  

2. 山元昭二 (2007) 環境ナノ粒子の毒性・生体影響について, 環境省委託業務結果報告書「平成18年度自動車排出ガスに起

因する環境ナノ粒子の生体影響調査(文献調査)（研究代表者：平野靖史郎）」(109p), 88-89 

3. 山元昭二 (2007) 4-2-(2) 環境ナノ粒子がグラム陽性菌毒素に肺炎症状に及ぼす影響, 環境省委託業務結果報告書「平成

18年度自動車排出ガスに起因する環境ナノ粒子の生体影響調査(実験的研究)（研究代表者：平野靖史郎）」(163p.),  環境

省委託業務結果報告書, 92-110 

 

中核PJ4「生物多様性と生態系機能の視点に基づく環境影響評価手法の開発」 

1. 五箇公一 (2008) クワガタムシ好きの日本人がクワガタムシを滅ぼす，Imidas SPECIAL，イミダス編集部編，集英社，142-143  

2. 五箇公一 (2009) 生物多様性と人間生活を脅かす目に見えない侵入生物，種生物学研究 

3. 五箇公一 (2008) 温暖化と生物の絶滅，ここが知りたい温暖化37，地球環境研究センターニュース 

4. 五箇公一 (2008) 日本のカエルが危ない？～カエルツボカビ症の現状，グローバルネット215, 26-27 

5. 五箇公一 (2008) 輸入昆虫のリスク評価とリスク管理-特定外来生物セイヨウオオマルハナバチのリスク管理-，シリーズ21

世紀の農学，外来生物のリスク管理と有効利用，日本農学会編，養賢堂，187-203  

6. 高村典子, 中川惠, 一柳英隆 (2008) 2-4)ダム貯水池におけるプランクトンの出場特性－評価のための課題，水源地生態研

究会議 10周年報告書，水源地生態研究会議編，ダム水源地環境整備センター 研究第三部，153-166  

7. 西川潮，米倉竜次 (2009) 趣旨説明，特集「生物学的侵入の分子生態学：分子遺伝マーカーを用いて外来生物の侵入生態を

探る」，日本生態学会誌 

8. 堀口敏宏 (2008) 有機スズによる巻貝類のインポセックス誘導メカニズム レチノイドX受容体関与説の提唱，化学と生物, 

46(6),  370-373 

9. 堀口敏宏 (2008) リアリティを求めて, Endocrine Disrupter News Letter, 11(3), 1 

10. 堀口敏宏 (2008) 巻貝類におけるインポセックスの誘導メカニズム, Endocrine Disrupter News Letter, 11(3), 6 
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その他の活動 

1. 白石寛明(2008) 化学物質リスク総合解析手法・基盤の開発, 環境情報科学, 37 (3), 49-57 

 

２.３ 書籍 

中核PJ1「化学物質曝露に関する複合的要因の総合解析による曝露評価」 

1. 白石不二雄 (2008) (2)毒性試験に用いる微生物。微生物の事典，朝倉書店，568-570 

 

 

中核PJ2「感受性要因に注目した化学物質の健康影響評価」 

1. Ishido M., Morita M. (2008) Environmental evaluation of neurotoxicity of bisphenol A in a rat. POPS Research in Asia, 262-270 

2. Sone H., Miyabara Y., Fukuda T., Okura M., Ohsako S., Yonemoto J. (2008) Does maternal exposure to 

2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin (TCDD) induce glutathione S-transferase-positive hepatic foci in adult rats?, In: Morita M. ed.,   

Persistent organic Pollutants (POPS) Research in Asia, 257-261 

中核PJ3「環境中におけるナノ粒子等の体内動態と健康影響評価」 

 

中核PJ4「生物多様性と生態系機能の視点に基づく環境影響評価手法の開発」 

1. 高村典子 (2008) 絶滅危惧種が集中する“小さな池”．鷲谷いづみ編，消える日本の自然, 恒星社厚生閣，154-157 

2. 高村典子 (2008) セストン，全炭酸，ニューストン，ネクトン，プランクトン，溶存態無機炭素，溶存態無機窒素，溶存態

無機リン．日本科学者会議編，環境事典，旬報社, 597-598，610，793，798，894 

3. 高村典子 (2009) 湖は、どうしたら蘇るのだろうか．中尾正義・銭新・鄭躍軍（編）, 中国の水環境問題－開発のもたら

す水不足，勉誠出版株式会社, 65-88 

4. Horiguchi T. (2009) Chapter 7, Mechanism of imposex induced by organotins in gastropods, Arai T et al. eds., Ecotoxicology of 

Antifouling Biocides, Springer, Tokyo, 111-124 

5. Horiguchi T. (2009) Chapter 8, The endocrine-disrupting effect of organotin compounds for aquatic organisms, Arai T et al. eds., 

Ecotoxicology of Antifouling Biocides, Springer, Tokyo, 125-146 

 

その他の活動 

1. 郡麻里 (2009) 河川植生（アキグミ、エノキ、ネコヤナギ、カワラハンノキ、ニセアカシア）, 川の百科事典 

2. Kohri M. (2008) The expansion of woody shrub vegetation (Elaeagnus umbellata) along a regulated river channel. In: Sakio, H. & 

Tamura S. eds., Ecology of Riparian Forests in Japan, 205-221. 

3. Sone H., Imanishi S., Nagano R., Akanuma H., Fukuda T., Osako S. (2009) Gene Expression Signatures of Environmental Chemicals in 

Cancer and in Developmental Disorders.  In “XIV Biennial Meeting of the Society for Free Radical Research International”, 

MEDIMOND SRL Publ., 245-251 

4. Fujibuchi W., Kim H., Okada Y., Taniguchi T., Sone H. (2009) High-Performance Gene Expression Module Analysis Tool and Its 

Application to Chemical Toxicity Data.  In : Furuseki H. ed., Reverse chemical genetics, Humana Press Publ. 

 

 

２.４ 口頭発表 

中核PJ1「化学物質曝露に関する複合的要因の総合解析による曝露評価」 

PJ1「化学物質曝露に関する複合的要因の総合解析による曝露評価」 

1. 赤沼三恵，中島大介，山田樹里，角田真澄，太田敏博 (2008) MaltolおよびEthylmaltol水溶液へのUV照射で生成する変

異原の解析，日本環境変異原学会第37回大会，同要旨集，123 
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37 
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日本リスク研究学会第21回年次大会，同発表予稿論文集, 401‒406 

5. Imaizumi Y., Suzuki N., Shiraishi H. (2008) Comparison among environmental surveys by bootstrap methods for confidence intervals of 
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6. 生嶋一貴，竹田竜嗣，松嶋信元，河内洋輔，鎌田亮，影山志保，中島大介，白石不二雄，米虫節夫，沢辺昭義 (2008) 奈良

県における環境水の環境分析とIn Vitroバイオアッセイを用いたモニタリング，第17回環境化学討論会，同講演予稿集， 

600-601 

7. 大井川はるな，高村岳樹，白石不二雄 (2008) 相模川水系における環境ホルモン活性の測定，日本内分泌攪乱化学物質学会

第11回研究発表会，同研究発表会要旨集，73 

8. 大谷仁己，下田美里，須藤和久，白石不二雄，中島大介，後藤純雄，滝上英孝，富岡淳 (2008) In Vitro バイオアッセイ

による利根川上流域の水質評価，第17回環境化学討論会，同講演予稿集，286-287 

9. 大森清美，佐藤洋平，中島大介，影山志保，白石不二雄，永洞真一郎，佐久間隆，大谷仁己，河合渉，吉田篤史，原口公子，

吉留雅仁，矢島博文，伏脇裕一，後藤純雄 (2008) 全国10地点における冬季の大気浮遊粉じん及びガス状成分の発がんプ

ロモーション活性，日本環境変異原学会第37回大会，同要旨集，172 

10. Oda S., Tatarazako N. (2008) Effects of chemical exposure on sexual reproduction in the experimental population of Daphnia magna, 

SETAC North America 29th Annual Meeting, 217 

11. 陰地義樹，武田耕三，寺田宗玄，中島大介，影山志保，白石不二雄，後藤純雄 (2008) 大気中エルゴステロール濃度とバイ

オエアゾルとしてのカビ胞子，第17回環境化学討論会，同講演予稿集，818-819 

12. 影山志保，中島大介，白石不二雄，鈴木規之，後藤純雄 (2008) 発光umu試験法の改良と大気浮遊粉じん及びガス状成分測

定への適用，日本環境変異原学会第37回大会，同要旨集，152 

13. 影山志保，中島大介，鎌田亮，白石不二雄，鈴木規之，後藤純雄 (2008) 発光umu試験の簡易化と環境試料の適応，第17

回環境化学討論会，同講演予稿集，598-599 

14. 鎌田亮，白石不二雄，中島大介，影山志保，生嶋一貴，白石寛明，鈴木規之 (2008) 各種受容体導入酵母アッセイを用いた

河川水の曝露モニタリング：茨城県と東京都を例として，日本内分泌攪乱化学物質学会第11回研究発表会，同研究発表会

要旨集，107 

15. 鎌田亮，白石不二雄，中島大介，滝上英孝，白石寛明 (2008) 酵母アッセイによる水酸化PCBのアリルハイドロカーボン受

容体(AhR)結合活性スクリーニング，第17回環境化学討論会，同講演予稿集，486-487 

16. Kamata R., Shiraishi F., Izumi T., Takahashi S., Shimizu A., Shiraishi H. (2008) Avian reproductive/developmental toxicity test using 

Japanese quail eggs for environmental risk assessment of chemicals, 5th SETAC World Gongress 

17. 後藤純雄，兼島公香，鈴木智恵子，高木敬彦，遠藤治，中島大介，古舘肇，前田恒昭 (2008) 一般家庭内ほこり中のp-ジク

ロロベンゼンの測定によるその室内濃度の推定，平成20年度室内環境学会研究発表会，同要旨集，96-97 

18. 後藤純雄，永長大輔，影山志保，中島大介，光崎研一，白石不二雄，峯木茂，遠藤治，山村堯樹，高木敬彦 (2008) 樹木ま

たは植栽ある土壌の変異原性とPAH含有量，日本環境変異原学会第37回大会，同要旨集，170 
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27. 白石不二雄，生嶋一貴，石母田誠，中島大介，鎌田亮，滝上英孝，西川淳一，白石寛明，彼谷邦光 (2008) 植物中のER, RAR,

及びAhR結合活性の酵母アッセイを用いたスクリーニング－予備的調査－，日本内分泌攪乱化学物質学会第11回研究発表
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道府県80河川水試料の調査，第17回環境化学討論会，同講演予稿集，594-595 
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Integrated Ecological Risk Assessment of a Class of Preservatives, Parabens, SETAC North America 29th Annual Meeting, .282 

 

中核PJ2「感受性要因に注目した化学物質の健康影響評価」 

1. 石堂正美 (2008) ラット行動特性に及ぼす環境化学物質の時系列曝露, 第 17回日本環境化学討論会 

2. Ishido M. (2008) Temporal order of exposure to pesticides defines rat behavioral traits. Neuroscience 2008 

3. Ishido M. (2008) Neurodegeneration of dopaminergic neurons by an environmental risk factor, 6th International congress on mental 

dysfunction & other non-motor features in Parkinson’s disease and related disorders 

4. Ishido M. (2008) Effects of electromagnetic fields on hormonal signaling pathways in human MCF-7 cells. 第 67回日本癌学会 

5. Ishido M. (2008) Evaluation of neurotoxicity of environmental chemicals using neural stem cells and neuroblastoma cells. The 21st 

Annual and International Meeting of the Japanese Association for Animal Cell Technology 

6. Ishido M. (2008) Activation of STAT3 by pituitary adnenylte cyclase-activating polypeptide (PACAP) during PACAP-promoted neurite 

outgrowth of PC12 cells. BMB 2008 

7. 今西哲，米元純三，曽根秀子 （2008） ヒト血管内皮細胞とマウスES細胞を用いたペルメトリンの血管毒性の評価， 日本

内分泌攪乱化学物質学会 第11回研究発表会, 同要旨集, 174  

8. Imanishi S., Akanuma H., Okura M., Sone H. (2009) Prenatal Exposure to Permethrin Causes Vascular Malformation in Fetal Brain and 

Decreases Motility of Adult Mice, 48th Annual Meeting of Society of Toxicology. Baltimore, Abstract  

9. 岩倉聖， 加藤智啓， 塚原伸治， 津田夢芽子， 渡井浩太， 内村太一，黒田淑子, 小川園子, 志賀隆，大谷̶金子律子(2008) 

ラット性的二型核での臨界期における発現タンパク質の雌雄差̶プロテオミクス法を用いた解析̶, 第31回日本神経科学大

会 

10. 内村太一，渡井浩太，津田夢芽子，柏村実生，肥後明花，塚原伸治，Vasudevan N.，小川園子 (2008)：攻撃行動の選択交

配系マウスの扁桃体におけるタンパク質発現の解析, 日本動物心理学会第68会大会 

11. Uchimura T., Fukushi A., Tsuda MC., Sano K., Kashimura M., Higo S., Hood KE., Tsukahara S., Vasudevan N., Ogawa S. (2008) 

Anxiety and exploratory behaviors and social interactions in mice selectively bred for aggressiveness. 38th Annual Meeting of Society for 

Neuroscience  

12. 小池英子, 高野裕久, 井上健一郎, 柳澤利枝 (2008) マウス骨髄由来細胞分化における系統差の検討, 第 20回日本ア

レルギー学会春季臨床大会 

13. 黒田淑子，塚原伸治，藤巻秀和 (2008) ライブイメージングと細胞の形態変化の定量的解析による新規神経毒性試験法の開

発，第31回日本分子生物学会年会 

14. 栗田尚佳，吉岡亘， 西村典子，窪田直人，門脇孝，遠山千春 (2008) ダイオキシン曝露によるグルコース応答性インスリ

ン分泌能異常の解析, 第 11回環境ホルモン学会, 環境ホルモン学会 第11回研究発表会 要旨集, 125 

15. 栗田尚佳, 吉岡亘, 西村典子, 窪田直人, 門脇孝, 遠山千春 (2008) マウスにおけるグルコース応答性インスリン分

泌能に及ぼすダイオキシンの影響, 第35回日本トキシコロジー学会, 第35回日本トキシコロジー学会学術年会 要旨集,   

33 (Supplement), S121 

16. 欅田尚樹，吉田安宏，山元昭二，藤巻秀和，嵐谷奎一 マウス系統差で探る低濃度有機化合物に対する感受性要因 ―免疫

系―, 第 49回大気環境学会 

17. 小池英子, 高野裕久, 井上健一郎, 柳澤利枝 (2008) フタル酸ジエチルヘキシルはin vitro においてNC/Ngaマウスの

免疫担当細胞を活性化させる, 第 15回日本免疫毒性学会学術大会 

独立行政法人国立環境研究所



 

 

18. 小池英子, 高野裕久, 井上健一郎, 小池英子, 定金香里, 市瀬孝道 (2008) Latex nanoparticlesが皮膚のバリア機能

破綻時に皮膚炎に及ぼす影響, 第 15回日本免疫毒性学会学術大会 

19. 小池英子, 高野裕久, 井上健一郎, 柳澤利枝, 定金香里, 市瀬孝道 (2008) フタル酸ジイソノニルがNC/Ngaマウス骨

髄由来樹状細胞に及ぼす影響, 第 58回アレルギー学会秋季学術大会 

20. 鈴木純子，石堂正美 (2008) p-ニトロトルエンのラット自発運動量に及ぼす時系列的影響，日本内分泌攪乱化学物質学会, 

第 11回研究発表会 

21. 塚原伸治，中島大介，黒田淑子，影山志保，藤巻秀和 (2008) 周産期トルエン曝露による胎仔ラットの脳内エストラジオー

ル含量および出生仔ラットのSDN-POAのアポトーシスへの影響第, 31回日本神経科学大会 

22. 塚原伸治，黒田淑子，中島大介，影山志保，藤巻秀和 (2008) 発達期のトルエン曝露によるテストステロン分泌および脳内

のアポトーシス細胞死への影響，平成20年度室内環境学会総会 

23. 塚原伸治，中島大介，黒田淑子，影山志保, 藤巻秀和 (2008) 脳の性分化に関与する発達期の性ステロイドホルモン分泌

および性的二型核のアポトーシスに及ぼすトルエン曝露の影響，第49回大気環境学会年会 

24. Tsukahara S. (2008) Sex difference in apoptosis and role of estrogen in the sexually dimorphic nucleus of the preoptic area (SDN-POA) in 

postnatal rats. US/Japan Neurosteroid Symposium 2008（招待講演） 

25. Tsukahara S. (2008) Effects of developmental exposure to toluene on the sexual differentiation of the brain. Japan/China Symposium 

2008 (KIZUNA2008): Strategies to Reduce Risks on the Brain Development Contingent to Urbanization.（招待講演） 

26. Tsukahara S., Nakajima D., Kuroda Y., Kageyama S., Hojo R., Fujimaki H (2008) Effects of exposure to toluene on steroidogenesis in 

testes and sromatization of testosterone in brain of male rats furing fetal life. 45th Congress of the European Societies of Toxicology  

27. 永田知代，津田夢芽子，田中麻衣，塚原伸治，中西剛，小川園子 (2008) 胎児期におけるエストロゲンの過剰産生が成体期

の情動・社会行動に及ぼす影響, 日本動物心理学会第68会大会日 

28. Nishimura N. Bone toxicity through dioxin-mediated disorders of vitamine D metabolism and Ca reabsorption in mouse kidney, Gordon 

Research Conferences Environmental Endocrine Disruptors 

29. Nishimura N., Ito T., Fujimaki H., Izumi K., Nishimura H. Effects of 2, 3, 7, 8-tetrachlorodibenzo- p-dioxin on bone mineralization, 

vitamin D metabolism and calcium(Ca)homeostasis in the growing mouse. 5th SETAC World Congress, Abstracts 

30. Nishimura N., Ito T., Fujimaki H., Nishimura H. (2008) Defect of mineralization as a possible cause of 2, 3, 7, 

8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin-induced bone toxicity in early postnatal development in mice. 28th International Symposium on 

Halogenated Persistent Organic Pollutants (POPs)，Birmingham, Abstracts, 70, 1924-192 

31. Nishimura N., Christoph FAV., Matsumura F. (2008) Pathogenesis of ah receptor-mediated development of atherosclerosis American 

Heart Association, Western States Affiliate, Young Investigators Forum, Abstracts 

32. Nishimura N., Christoph FAV., Tohyama C., Matsumura F. (2008) Pathogenesis of ah receptor- mediated development of atherosclerosis 

and mechanism of IL-8 regulation. Europian Life Scientist Organization, Abstracts 

33. Nishimura N., Ito T., Izumi K., Fujimaki H., Nishimura H. (2008) Toxic effects of 2, 3, 7, 8- tetrachlorodibenzo-p-dioxin on bone 

development in mouse pups. Eurotox 2008, Toxicol. Lett., 108S, S194 

34. 西村典子，西村久雄, Matsumura F. (2008) 腎マクラデンサ細胞におけるダイオキシンによるノンゲノミック作用の可能

性，第11回環境ホルモン学会, 環境ホルモン学会 第11回研究発表会 要旨集, 142 

35. 藤巻秀和，Win-Shwe TT.，山元昭二 (2008) ナノ粒子と免疫毒性, 日本薬学会 第128年会（招待講演）） 

36. 藤巻秀和 (2008) 化学物質に対する感受性要因の解明, 第 35回日本トキシコロジー学会学術年会（招待講演） 

37. 藤巻秀和, Win-Shwe TT., 山元昭二, 塚原伸治, 欅田尚樹1),  嵐谷奎一1)  (1)産業医科大学・産業保健学部) (2008) 

マウス系統差で探る低濃度有機化合物に対する感受性要因―神経成長因子―, 第 49回大気環境学会年会  

38. 藤巻秀和 (2008) 低濃度トルエン曝露によるアレルギー性炎症反応の修飾作用, 第58回日本アレルギ―学会秋季学術大会 

39. Fujimaki H., Win-Shwe TT., Yamamoto S. (2008) Modulation of T cell development by biological and chemical agents neonatal mice. 

7th annual European Life Scientist Organization meeting 

独立行政法人国立環境研究所



 

 

40. 柳澤利枝, 高野裕久, 井上健一郎, 小池英子, 定金香里, 市瀬孝道 (2008) ビスフェノールA(BPA)曝露がマウスアト

ピー性皮膚炎モデルに及ぼす影響, 第 58回日本アレルギー学会秋季学術大会 

41. 山元昭二， 藤巻秀和 (2008) 低濃度トルエン曝露が発達期のマウス免疫系に及ぼす影響, 第 35回日本トキシコロジー学会

学術年会－こどもシンポジウム5－，J. Toxicol. Sci., 33, S30（招待講演） 

42. 山元昭二，Win-Shwe TT., 藤巻秀和 (2008) マウス乳児期におけるトルエン曝露とBCG刺激がTh1/Th2バランスの発達に及

ぼす影響, 第 15回日本免疫毒性学会学術大会，同講演要旨集, 50  

43. 山元昭二，Win-Shwe TT.，藤谷雄二，平野靖史郎，藤巻秀和 (2008)ナノ粒子画分を多く含んだディーゼル排気の亜急性吸

入曝露による肺の炎症反応への影響，第49回大気環境学会年会，同講演要旨集，432 

44. 吉岡亘, 赤木俊哉, 掛山正心, 大迫誠一郎, 西村典子, 遠山千春 (2008) ダイオキシンによる水腎症発症に及ぼす炎

症関連因子と尿管構造変化の影響, 第35回日本トキシコロジー学会, 東京第35回日本トキシコロジー学会学術年会 要

旨集,  33 (Supplement), S128 

45. Win-Shwe TT.，山元昭二, 藤谷雄二, 平野靖史郎, 藤巻秀和 (2008) ナノ粒子粒子画分の多いディーゼル排気ガスを曝

露したマウスにおける神経免疫軸への影響, 第 49回大気環境学会年会  

46. Win-Shwe TT.，美津島大, 山元昭二, 藤巻秀和 (2008)トルエン曝露によるMHC-congenicマウス海馬における神経伝達物

質レベルの変化, 第 15回日本免疫毒性学会学術大会  

47. Win-Shwe TT., Yamamoto S., Fujitani Y., Hirano S., Fujimaki H. (2008) Analysis of spatial learning performance and memory 

function-related gene expressions in the hippocampus of mice exposed to nanoparticle-rich diesel exhaust. 第 31回日本神経科学大会  

48. Win-Shwe TT., Mitsushima D. (*1), Yamamoto S., Fujitani Y., Funabashi T. (*1), Hirano S., Fujimaki H. (*1 Yokohama City University 

Graduate School of Medicine, Yokohama, Japan) (2008) Neurotoxic effect of nanoparticle-rich diesel exhaust in the mouse olfactory bulb. 

45th Congress of the European Societies of Toxicology  

 

中核PJ3「環境中におけるナノ粒子等の体内動態と健康影響評価」 

1. 井上健一郎，高野裕久，小池英子，柳澤利枝，桜井美穂，田坂定智，石坂彰敏，島田章則（2008）カーボンナノチューブの

経気道曝露がseptic ALIに及ぼす影響, 第2回iPUC-Ⅱ 

2. 井上健一郎，柳澤利枝，小池英子，高野裕久（2008） ナノ粒子が呼吸器・血管系の脆弱状態へ及ぼす複合影響,  第15回

日本免疫毒性学会学術大会 

3. 井上健一郎，小池英子，柳澤利枝，市瀬孝道，高野裕久（2008）ディーゼル排気微粒子がアレルギーに関連する免疫担当細

胞へ及ぼす影響, 第58回アレルギー学会秋季学術大会 

4. 小池英子，高野裕久，井上健一郎，柳澤利枝，熊谷嘉人（2008） ディーゼル排気微粒子はin vitroにおいてナイーブT細

胞をTh2型へ誘導する, 第49回大気環境学会年会 

5. 斉藤勝美，伏見暁洋，藤谷雄二，長谷川就一，高橋克行，田邊潔，小林伸治（2008）ディーゼル排出ナノ粒子（<30 nm）の

化学組成（２）元素とイオン，第４９回大気環境学会年会 

6. 鈴木明, 種田晋二, 李春梅，(2008) ナノ粒子を多く含んだディーゼル排気の循環器影響：第146回日本獣医学会学術集会, 

同講演要旨集、216 

7. Suzuki A.K., Taneda S., Fujitani Y., Li C.(2008) Diesel exhaust particles contained high concentration nanoparticles affects on 

cardiovascular system, Toxicol. Letters, 180s, S226:N23, 45th EUROTOX 2008, Rhodos, Greece, 5-8 

8. Seki K, Noya Y, Mikami, Y., Taneda S., Suzuki A.K., Ohkura K.(2008） Isolation of new vasodilatory active materials from diesel 

exhaust particles, Toxicol. Letters, 180s, S149: D19, 45th EUROTOX 2008, Rhodos, Greece, 5-8 

9. Taneda S., Li C., Noya Y., Seki K., Ohkura K., Yamaki K., Yoshino S., Suzuki A.K.(2008) Carbon nanoparticles enhance vasodilatory 

activity of thoracic artery induced by acetylcoline in rats, Toxicol. Letters, 180s, S226:N24, 45th EUROTOX 2008, Rhodos, Greece, 5-8 

10. 長瀬洋之，高野裕久，井上健一郎，原麻恵，小島康弘，倉持美知雄，石田博文，足立哲也，鈴木直仁，大田健（2008）菌体

成分による気道上皮細胞からのサイトカイン産生に及ぼすディーゼル排気微粒子（DEP）の効果, 第58回アレルギー学会秋

独立行政法人国立環境研究所



 

 

季学術大会 

11. 平野靖史郎，菅野さな枝，古山昭子 (2008) カーボンナノチューブによるマクロファージ細胞膜の傷害，第78回日本衛

生学会  

12. 平野 靖史郎 (2008) ナノ粒子の安全性に関する国際的動向，第78回日本衛生学会  

13. 藤谷雄二，遠藤有紀，濱尚矢，船戸浩二（2008）拡散荷電を用いたナノ粒子表面積の測定手法の検討，第25回エアロゾル

科学・技術研究討論会および国際シンポジウム 

14. 藤谷雄二，伏見暁洋，斉藤勝美，長谷川就一，高橋克行，田邊潔，小林伸治（2008）ディーゼル排出ナノ粒子（<30 nm）の

化学組成（１）粒子個数と組成の全体像，第４９回大気環境学会年会 

15. 伏見暁洋，斉藤勝美，藤谷雄二，長谷川就一，高橋克行，田邊潔，小林伸治（2008）ディーゼル排出ナノ粒子（<30 nm）の

化学組成（３）有機組成、第４９回大気環境学会年会 

16. 古山昭子，菅野さな枝，山本貴士，貴田晶子，野馬幸生，平野靖史郎(2008) 熱処理クロシドライトの毒性学的評価、第78

回日本衛生学会 

17. 古山昭子（2008）ナノマテリアルの評価手法に関する研究の進展 呼吸器への影響について，第35会日本トキシコロジー学

会学術年会-先端物質シンポジウム2- （J.Toxicol.Sci.  33(suppl.):S38） 

18. 古山昭子, 藤谷雄二, 平野靖史郎（2008）ナノ粒子を多く含むディーゼル排気曝露による酸化ストレス誘導、第49回大気

環境学会年会，（講演要旨集），529 

19. 山元昭二, Tin-Tin-Win-Shwe, 藤谷雄二, 平野靖史郎, 藤巻秀和 (2008) ナノ粒子画分を多く含んだディーゼル排気の亜急

性吸入曝露による肺の炎症反応への影響, 第 49回大気環境学会年会, 同講演要旨集, 432 

20. 柳澤利枝，高野裕久，水島かつら，井上健一郎，小池英子，市瀬孝道，定金香里，吉川敏一（2008）アレルゲン存在下、非

存在下におけるディーゼル排気微粒子（DEP）の経気道曝露が肺局所の遺伝子発現変動に与える影響に関するDNAマイクロ

アレイ解析,  第 49回大気環境学会年会 

21. Li C., Taneda S., Watanabe G., Ito Y., Nakajima T., Taya K., Suzuki A.K.(2008) Effects of nano particles enriched diesel exhaust on 

pregnancy in F344 rats, SSR 2008 41st Annual Meeting, Abstracts 145:342, Hawaii USA, 27-30 

22. Li C., Taneda S., Taya K., Watanabe G., Nakajima T., Suzuki A.K（2008） In utero exposure to nanoparticle-rich diesel exhaust 

sup-pressed testicular function in immature male rats, Toxicol. Letters, 180s, S189:E039, 45th EUROTOX 2008, Rhodos, Greece, 5-8 

23. Win-Shwe TT.，山元昭二, 藤谷雄二, 平野靖史郎, 藤巻秀和 (2008) ナノ粒子画分の多いディーゼル排気ガスを曝露し

たマウスにおける神経免疫軸への影響, 第 49回大気環境学会年会, 同講演要旨集, 522 

 

 

中核PJ4「生物多様性と生態系機能の視点に基づく環境影響評価手法の開発」 

1. 赤坂宗光, 高田雅之，北川理恵，五十嵐博 (2009) 外来植物の分布パターンと生態的特性との関係 日本生態学会第56回

全国大会 

2. 李政勲，児玉圭太，大山政明，久米元，高尾雄二，堀口敏宏 (2008) 東京湾におけるマコガレイの生活史特性の変化：資源

量低水準期における成長，食性および成熟，第11回環境ホルモン学会研究発表会，同講演要旨集, 119 

3. 李政勲, 児玉圭太, 大山政明, 赤羽祥明, 一色竜也, 高尾雄二, 白石寛明, 堀口敏宏 (2009) 東京湾産マコガレイの産卵

量、仔稚魚密度の時空間的変化、および環境要因の影響, 平成21年度日本水産学会春季大会 

4. 井上真紀，五箇公一，砂村栄力，田付貞洋 (2008) アルゼンチンアリLinepithema humileの侵入地域における遺伝的変

異と侵入経路の推定，第68回日本昆虫学会大会 

5. 井上真紀，五箇公一，砂村栄力，田付貞洋 (2009) ミトコンドリアDNA解析によるアルゼンチンアリの遺伝構造の解明と

侵入経路の推定，第53回本応用動物昆虫学会大会 
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